
日本語ルールブック



音楽的な驚きを発見するためのゲーム
Collect & Affectにようこそ。 

このゲームを一度プレイすれば、Habitに驚くほど馴染むことが

出来ます。まるで友達とシェアできるチュートリアル。楽しい時間

を過ごすだけでなく、あなたの成長も促します。



1x Habitペダル

1x アンプ

2-4x トークン

2x サイコロ              1x タイマー

1x サウンドソース

1x ゲームボード



ボードを作るには2つのオプションがあります。

紙にプリントして
ダンボールに貼
り付けよう。

かっこいい家庭用
ボードをつくろう

ちゃんとしたゲームボー
ドを作るのは意外に簡単
です。大きいステッカーを
作るだけでOKなのです。

1x カード

1x ハサミ

1x ビニールステッカー

1x 固いボード

ゲームボードのファイルを近
くのプリンターへ、ビニール
ステッカーモードで送ろう。
11"x11"がベストサイズです
が、あなたのボードに合うサ
イズであることが重要です。

ステッカーを剥がしてボード
に貼り付けよう。

カードを使って気泡を抜こう。



Collect & Affectはボードゲームとして馴染みやすい形、つまり
プレイヤーはゴールに向かって動く形で進みます。しかしそのた
めには感覚を生き生きと、研ぎ澄ませる必要があります。

ボード上のマスは、あなたがHabitへインタラクトする指示が書
かれています。

いくつかのマスはわかり
やすい指示。

しかし多くのマスは、ペダルを使って特定
のエフェクトを作るよう指示します。30秒
以内に作れなければ、次のあなたのター
ンはスキップされます。



ゲームボードを広げよう

Habitをセットしよう

始めよう

サイコロをふってコマを進めます

マスについたら、30秒以内に指
示を実行します。
他のプレイヤーは E ff e c t s
Glossaryを参照して、その出来を
判断します

失敗したらコマを倒してターンを
スキップします



もし2つのプレイヤーが同じコマ
にたどり着いた場合は、大事です！

各プレイヤーは30秒の間Habitをいじくり
回し、フリースタイルのパフォーマンスを
行って可能な限りの音楽的なエフェクトや
モーメントを作り出します。

他プレイヤーは勝者を正直に決定します。

ショウダウンの始まりです。

敗者は辱めを受けて、最も近いピンク
のマスまで戻ります。

プレイヤーがWINのコマにたどり着いた
らゲーム終了です。お疲れ様！



以下はエフェクトを作る指示があるコマに対応
する、正しいHabitのセッティングです。
以下はエフェクトを作る指示があるコマに対応
する、正しいHabitのセッティングです。



SCANが最小よりも高い場合は、とりあえずOK
です。SCANを高くするほど、Habitはメモリー
からのモーメントをプレイへ混ぜ込んでいき
ます。最大に上げれば、3分前までのモーメン
トをパッチワークのように紡ぎ出します。

ModifierとScanとSpreadを最小にすれば、
ナイスでクリーンなエコーになります。FEED
モードも避けたほうが良いでしょう。

これは設定自体は朝飯前ですが、Habitの全く
異なるサイドをアンロックします。FEEDモード
はHabitの出力を入力へ戻すことで、再度メモ
リーへ録音させます。つまりエコー、モディファ
イア、そしてノブの動きでさえ録音されるので
す。SCANやSPREADを使って何が録音された
か聴いて、更に先を見てみよう。



DropperモディファイアをINと組
み合わせることで、エコーの断片
が欠けていくグラニュラー効果を
作り出せます。REPEATSを高めに
してコードをプレイして、サウンド
が融解するのを聴いてみよう。

Smooth Speedモディファイアを
SIZE 0でプレイすると、コーラスや
デチューン効果を作り出せます。
楽器本来のピッチに合わせてや
れば、摩訶不思議な厚みを加えら
れます。

tapスイッチをホールドすると一
瞬のSCANを発動できます。スイッ
チを長くホールドするほどメモリ
ーを深くスキャンし、より過去から
の断片を再生します。

bypassスイッチをホールドすると
、現在のエコーをナイスかつ安定
して無限にリピートさせます。
LATCH dipスイットをオンにすれ
ば、ホールドを離してもオンにし
続けることが出来ます。



REPEATSを最大ではないくらい
高めに、更にFEEDモードにすれ
ば、あなたのサウンドはドロー
ンのように永続します。金属的で
押し流されたような背景が、あ
なたのプレイに応じて変化し続
けます。

HabitはREPEATSを最大にしても発
振せず、ルーパーのように安定して
サウンドが積み重なっていきます。
BYPASSスイッチをホールドしても
ルーピングさせ、新しいサウンドを
重ねること無くプレイできます。

これは複数の方法でできますが、これがおそら
くベストです。MANUAL dipスイッチをオン、
REPEATSを最大にしてSCANを動かしてメモリ
ーを探検しましょう。出力されるサウンド全て
がループし、積み重なっていきます。



Filterモディファイアを選択して、bounceさ
せてシンセライクな動きを演出しよう。エコ
ーに適用してもいいですが、SIZEを最小に
すればリアルタイムなエフェクトのようにも
プレイできます。

これは最高です、MANUAL dipをオンにすると、
SCANノブで過去3分間までのメモリーを自由に
探検できます。貴方が聴くものは全てエコーも
通過します。

SPREADをほんの少しだけあげて、セカンダリ
エコーを作り上げよう。異なるSPREADポジシ
ョンは異なるリズムを生みます。FEEDをオンに
してより馴染み深いマルチタップに、または
OUT / INでスッキリとした響きを楽しもう。



SPREADノブを上げてHabitのメモ
リーを貴方のプレイに同居させよ
う。安定したリズムを維持できれば
、貴方のプレイは全てナイスにシン
クします。まるで二人が同時にプレ
イしているみたいに。

SIZEノブをランダムにバウンスさ
せることで、常にタイムが変わり続
けるディレイとなります。かなりワ
イルドですが、SIZEはピッチ変化
なしへ変更が可能なため、同時に
クリーンなサウンドでもあります。

MANUAL dipスイッチをオンにす
ることがHabitを最大に楽しむ秘訣
です。これでHabitのメモリーのど
の部分をプレイするか制御が出来
ます。SCANを少しあげて、貴方のエ
コーが届けられるまでに僅かな空
白を生み出してみよう。

SpeedモディファイアをIN / Feedモ
ードで使って、エコーごとに上昇/
下降が連続するピッチシフトディレ
イを作ってみよう。



SIZEを最小にすると、Habitのモデ
ィファイアを「ほぼ」リアルタイム
のエフェクトとして使えます。ほん
の少しのラグはありますが、きっと
どうにかなるはず。

Trimmerモディファイアはエコ
ーをチョップし、単音にまで切り
刻みます。このためにはSIZEは
最小である必要があります。
MODIFYを動かして、Habitをガ
ビガビのシンセにしてみよう。

Speedモディファイアは貴方のシグナ
ルをリバースもできます。Stepped
Speedを使って入力のピッチにマッチ
させて、馴染み深いリバースサウンド
を作ってみよう。

TrimmerモディファイアをINモ
ードで使うと、各リピートにエ
フェクトが再適用され、エコー
が繰り返すごとに小さな破片と
なります。SIZEとREPEATSを更
に高くすると、エフェクトが顕著
になります。



Trimmerモディファイアを使って
エコーを切り刻んて、グリッチの
ような効果を作ろう、各ポジショ
ンはSIZEやタップテンポの設定
とシンクします。

Stabilityモディファイアをオンに
して、ウォームでうねうねしたリピ
ートに。INモードではエコーごと
にエフェクトが重なるため、より
自然な減衰が楽しめます。

Habitのtapスイッチをつかって、現
在のSIZE設定を上書きしよう。Habit
はタイム変更がピッチ変化を全く起
こすこと無く可能なのも特徴です。

60秒間のディレイタイムを体験し
たことがある？冒険的で、野心的で、
ちょっと可笑しくて聴いたことのな
いサウンドを作ってみよう。



--


